しらね 

白 根 入り をした 宇津木 兵馬 は 例の 奈 良田の 湯 本まで 

来て、 そこへ 泊って その 翌日、 奈良 王の 宫の址 と 言わ 

れる 辻で 物凄い 物 を 見ました。 兵馬が 歩み を 留めた と 

なまくび 

ころに、 人間の 生首が 二つ、 竹の 台に 載せられ てあつ 

すて^だ 

たから 驚かない わけに は ゆきません。 捨札も 無く、 竹 

を 組んだ 三脚の 上へ 無雑 作に 置 捨てられて あるが、 百 

キ J こり 

姓 や 樵 夫の 首ではなくて、 ともかくも 武士の 首で ぁリ 

ました。 

「これ は 何者の 首で、 いかなる 罪が あって 斯様な こと 



れた 通り その 望月 家の 門前へ 走せ つけました。 

兵馬 は 望月 家の 門前へ 立って 案内 を 乞う と、 なる ほ 

ど 広 庭で もって 若い者が 大勢、 剣術の 稽古 をして 喚き 

叫んで いました。 

むしろ 

胴ば かり 着けて 莛 の 上で 勝負 を ながめて いた 若い 

者の 頭分ら しいの が 出て 来て、 

「何の 御用で > ざり まする」 

さらしくび 

「あの 宫の 辻と 申す ところに 出て いる 梟首 のこと に 

就いて お尋ね 致しとう ござる が」 

「あ、 あの 梟首の ことに 就いて …… そうで ございます 

か、 まあ どうか これへ お掛けな すって」 



若い者の 頭分 は、 そのこと に 就いて 語る こと を 得意 

おもや 

とする らしく、 喜んで 兵馬 を 母屋の 縁側へ ひくと、 村 

の 剣客 連 は その 周囲へ 集まって 来ました。 

「今から ちょうど 五日 ほど 前の ことで ございました。 

当家の 望月 様へ 甲 府の御 勤番と 言 つて 立 派な 衣裳 をし 

さむらい 

たお 武士が 二人、 槍 を 立て 家来 を 連れて 乗 込んで 来 ま 

したから、 不意の ことで 当家で も 驚きました。 ちょう 

ど それにお めでたい ことの ある 最中で ございまし たか 

ら、 なおさら 驚きました。 けれども 疎略に は 致す こと 

がで きません から、 叮 重に お扱い 申して 御用の 筋 を 

-ケ る 

伺う と、 いよいよ 驚いて IS え 上って しまいました。 そ 



の 勤番のお 侍 衆 の 言う ことに は、 当家 に は 公儀へ 内密 

に 夥 しい 金銀が 隠して あると いう こと を 承 わって そ 

しま ないさい 

の 検分に 来た、 さあ 隠さず それ を 出して 了えば 内済で 

すまして やる が、 さもない 時には 重罪に 行う という 申 

だしぬけ 

渡しなん でございます。 あんま リ 突然 に 無法な 御 検分 

でございますから、 当家の 老 主人 も 若 主人 も、 親類 も 

くちきき あっけ 

組合 も 土地の 口 利 もみん な 呆気に 取られて しまい まし 

た。 尤 も 当家に は 金銀が 無 いわけで は) /ざい ませぬ、 

金銀が あるに は あるので ございます、 他に 類のない 金 

しま 

銀が 当家に は 蔵って あるに は 違い ございません けれど 

も、 その 蔵って あるの は ある だけの 由緒が あって 蔵つ 



て あるので、 決して 公儀へ 内密 だと か、 隠し立て を 致 

すと か、 そんな わけなの じ や ございません、 先祖 代々 

金銀 を 貯えて 置いて よろしい わけが あるんで ござ いま 

すから、 まあ それから お聴き 下さい まし …… 御存じで 

も， 1 ざい ましよ うが 甲 州 は 金 の 出る ところ なんで ござ 

じょ ラこく 

います。 金の 出る の は 国が 上 国 だからで ございます。 

あま はたや ま ほむら やま 

その 金の 出ます うちに もこの 辺で は 雨 畑 山、 保 村 山、 

つづら やま 

鳥 葛 山なん というの が 昔から 有名な ので ございます。 

いまでも 入って ごらんに なれば、 昔 掘った 金の 坑の跡 

まら わた 

が、 蛙の 腸 を 拡げた ように 山の 中へ 幾 筋 も 喰い 込ん 

でい まして、 私共なん ぞも 雨降り 揚句なん ぞに そこへ 



行って みると、 奥の 方から 押し流された 砂金 を 見つけ 

出して 拾って 来る ことが 度 々ありまして、 なにしろ 金 

のこと でございますから、 それ を 取って 貯めて おくと 

一 代のう ちに は 畑の 一 一枚 や 三枚 は 買える ので ございま 

す。 けれども それで は 済まない と 思って、 拾った 金 は 

みんな 当家へ 持って来て お預けして おくので ございま 

す。 そうし ますと 当家で は、 年に 幾度と お 役人の 検分 

があります るた びに その 金 を 献上し 奉る と、 お 上から 

いくらかず つのお 金が 下る という 仕組みに な つてい る 

の で) J ざいます よ。 まあ 話の 順で) J ざいます からお 聞 

もんむ つし まの くに 

き 下さい まし、 文武 天皇 即位の 五 年、 対 馬 国より 金 を 



代々 積み 貯えた 金銀が ちっと やそつ と 有った ところで 

不思議 は ございますまい、 古金の 大判から 甲 州 丸形の 

いん. 5 ん ろ 

松 木の 印 金、 古金の 一 両判、 山 下の 一 両金、 露 一 両、 

のべがね たいこばん たけなが 

古金 二分、 延金、 慶長 金、 十 匁、 三 朱、 太鼓判、 竹 流 

しなんと いって、 甲 州 金の 見本が 一通り 当家の 土蔵に 

は 納めて あるので ございます。 それ はなに も 隠して 置 

くんでも なんでもなく、 お 役人が 後学の ために 見て お 

きたいと か、 学者た ちが 参考の ために 調べたい とかい 

う 時には、 い つで も 主人が 出して 見せて いるので ござ 

います。 ところが 今度 来たお 役人 は、 大枚 三 千両と か 

五 千両と かの 金銀 を 隠して 置く に 相違 あるまい、 それ 



を 出さなければ 重罪に 行う と 言う ので ございましよう、 

飛んでも ない ことで ございます、 当家の 主人が そんな 

金銀 を 隠して 置く ような 人で ない こと は、 私共 はじめ 

村の 者が みんな 保証 を 致します る。 そんな こと は ござ 

いません と 言い わけ をし ますと、 どうで ございましよ 

ごうもん 

う、 若 主人 を 引きつれて あの 宿屋へ 行って 拷問に かけ 

ている ので ございます。 さあ 三 千両の 金 を 出せば 内済 

にして やる、 それ を 出さなければ 甲府へ 連れて行って 

j-a リ フサ 

磔刑に 行う と、 こう 言つ て 夜通し 責めて いるので ござ 

いますから、 ちょうど 婚礼 最中の 当家 は 上 を 下への 大 

騒ぎで、 村の 大寄 合いが 始まって その 相談の 上、 年寄 



たちが 土産 物 を 持って 御機嫌 伺いに 行って、 お願い 下 

げ にして 来る という ことにな リ ましたが、 何の 事に 直 

ぐ 追い 帰されて しまって 取附く 島が ございません。 私 

共 若い者た ち は 血の気が 多う. 一 /ざいます から、 そんな 

わからずや 

没 分 暁の 非義 非道な 役人 は 夜討ち を かけて やつ つけて 

せい ぞろ 

しまえと、 勢揃いまで してみ ましたが、 年寄た ちが ま 

あま あと 留める ものです から 我慢 をして いました、 そ 

うする と、 いいあん ばいに そこに 立 会って きまり をつ 

さむら い 

けて くれたの が 一 人のお 武士で ございます。 そのお 武 

士は御 病身と 見えまして、 その 前から この 温泉で 湯治 

をな すつ ていたので ございます、 身： K: も 悪い ようで ご 



蒼くな つて 口 を 利く 者 もな く、 手 を 出す 者 もなかつ 

たの を 竜 之 助が 察して、 

「心配す る こと はない、 これ はほん ものの 甲府 勤番の 

神 尾 主 膳で はない、 t 偽り者で ある、 その 証拠に は 自分 

がほん ものの 神 尾 主 膳への 紹介状 を 持って いるし、 自 

分の 友達 は その 神 尾 をよ く 知っている、 これ は 近 ごろ 

流行の 浮浪の 武士が、 こんな 狂言 をして 乗 込んで 金 を 

盗ろうと して 来た 者 だ、 それ だから 二人とも 殺して し 

さら もの 

まった、 以後の 見せしめ にこの 首 を 梟し 物にして やる 

がよ い、 後難 は 更に 憂うる ところ はない、 この 二人が 

乗って 来た 乗物の 中へ 自分が 乗って 甲府へ 行って、 こ 



兵馬 は 一 礼して、 この 家の 門 を 出て 行きました。 

望月の 家 を 走せ 出した 兵馬が、 この 村 を あとに して 

から ラま 

もと 来た 道。 そこへ ちょうど 通りかか つたの は、 空馬 

を 引いた、 背に 男の子 を 負うた 女。 

「その 馬 はこれ からど ちら へ 行きます」 

しち めん ざん 

「これから 三 里 村 を 通 つ て 七 面 山の 方 へ 参る の で > J ざ 

んす」 

「はて、 それで は 少し 方角が 違う けれど、 拙者 はちと 

急ぎ の 用が あって 甲府ま で 帰ら ねばならぬ 者、 お 見受 

け 申す に、 馬 は 空荷の 様子、 せめて あの 丸 山 峠を越す 



まで その 馬 をお 貸し 下さらぬ か」 

兵馬 は その 女の人に 頼んで みました。 

r お 急ぎ の 御用と あらば …… わたくしどもに は 少し 廻 

りで ござんす けれど、 お貸し 申しても よろしう ござ い 

ます、 お乗りなさい ませ」 

兵馬 は、 この 婦人が 快く 承知 をして くれたの を 嬉し 

く 思いました。 

しかし、 馬に 乗りながら 見る とこの 婦人が、 眼に 涙 

を 持って いるの が 不思議で あります。 

二 



「それ は、 御城 内 勤番 衆 二三の 方に も 知合いが あるに 

ょリ、 事情 を 述べれば 委細 明白の こと」 

やちゅう 

「その 言い わけ は 暗い。 他国の 者、 夜中 この あたり を 

徘 核 致す は 不審の 至り、 尋常に 緦 にかから つし やい」 

「網に？」 

I 温和し くお 網 を 頂戴 致せ」 

「緦 にか かるよう な 覚え はない」 

「手 向い さっし やる か」 

「なかなか。 緦 をいた だくべき 覚えな きに より、 手 向 

い 致す 心 も ござらぬ」 

「言い逃れ を 致さん とする か、 不敵 者」 



「これ は 理不尽な」 

兵馬の 言い わけ は 聞き入れられませんでした。 それ 

で 兵馬に 緦を かけようと 群がって 来た 時に、 その 中 か 

さむら い 

ら 分別 ありげ な 武士が 一 人出て 来ました。 

「お見受け 申す ところ、 お 年若の ようで も あるし、 両 

刀の 身分、 且は番 町片柳 殿の 家中と 申される からに は 

拙者に も 多少 の 思 い 当りが) J ざる、 人 違 い して 滅多な 

ことがあって はよ ろしく あるまい。 しかしながら、 今 

宵の 大変に 出会いな された が 貴殿に と つての 不仕 合せ 

故、 ともかくも 尋常に 奉行まで 御 同行 下さる よう。 委 

細の 申し開き は 奉行に 逢って なさる がよ ろし かろうと 



先生 はこの 近所で 人気が あるので す。 人気が ある 上に、 

ちょうど こういう 舞台へ 乗り出す に はう つて つけの 役 

者でした から、 一 同が その 名乗り を 聞く と、 やん やと 

言って 喝采し ました。 道 庵 先生の 得意 想うべし で、 嬉 

し 紛れに 米俵 を 引いて 来た 大八車の 上へ 突立って 演説 

を はじめてし まいました。 

「さあ、 皆の 衆、 俺 は 御存じの 通り 長者 町の 十八 文 だ、 

今度、 皆の 衆が 貧窮 〔# 「貧窮」 は 底本で は 「貧弱 匕 組 を 

こしらえた というの は 近頃よ い 心がけで 俺 も 感心した、 

俺に 沙汰 無しで 斿ぇ たこと がち つ とば かり 不足と いえ 

ば 不足 だが、 それ は 感心と 差 引いて 埋 合せて おく。 



「これから 俺が 先達に なって やる から 安心し ろ。 しか 

し 俺 は大塩 平八郎 ではね えから、 危なく なれば 逃げる 

よ。 俺に 逃げられ たくね えと 思ったら 乱暴 をす るな、 

人の 物 を 取るな、 女 を いじめるな、 役人が 来たら 俺 も 

逃げる からみん な も 逃げろ」 

「やん や」 

「やん や」 

あ.. 'た，' 

「相対で 物 を 貰って 喰う に は 差支えね え、 人の 物 を 

盗ったり 乱暴 をしたり すると、 捉 まって 首 を 斬られる、 

首 を 斬られる の は 俺 も い や だが お前た ち もい やだろう、 

だから 乱暴 をして はいけ ねえ」 



すま い 

リ 程遠から ぬと ころに 住居して いる 金貸しの 忠作 は、 

お 絹と 夕飯 を 食いながら、 眩いて 言う に は、 

「悪い ことが 流行り 出した、 ここ は 表通りで はないけ 

れど、 そのうちに は 何 か 集めに 来る だろう、 その 時 は 

てきび 

手厳しく 断 わ つ て やる」 

お 絹 は それに 対して、 

「そんな こと をして 悪 まれる といけ ないから、 少しぐ 

らい 出して やった 方が よいだろう」 

「いけません、 癖になる からい けません、 あんな 性質 

てぬる 

の 悪い 組合 をお 上が 取締らない というの が 手緩い」 

忠作は 子 K のく せに、 このごろ ではもう 前髪 を 落し 



たって 血 も 出ね えんだ、 その 貧乏人が 組み合つ たから 

貧窮 組と いうんだ、 貧乏で キュ ゥキ ユウ 言つ てるから 

それで 貧窮 組よ、 ばかにす るない」 

大勢の 貧窮 組が 口々 に 悪 能 I を つき出した けれど、 忠 

作 は 意地っ張りで、 

「何と おっしゃっても 私共 は、 皆さんが 貸せと おつ 

し やる から 貸し て 上げる だけの 商売で ござ います、 な 

にも 皆さんに 筋の 立たない 金 を 差 上げる 由が ございま 

せんから」 

こう 言い切つ て、 玄関の 戸 を バタリと 締めてし ま つ 

て、 中へ 引 込んだ から 納まらない。 



の は 十五 六の 子供であった という こと、 それ は 天狗の 

子に 相違ない という こと、 天狗の 子供が 先に 立って、 

大勢の 指図 をして 歩く の だとい うような ことが 言い 触 

ら されました。 

てんちゅう は や 

「天誅」 の 文字が 江戸の 市中に も 流行り 出して 来て、 

せんりつ 

巿民を 戦慄 させた の は それから 幾ら もた たない 時で あ 

りました。 この 「天誅」 の 文字 は 大和の 「天誅 組」 か 

ら筋を 引いた もの かどう かわからない が、 武士と 武士 

との 間に 行わる るの みで はなく、 町人にまで 及びます _ 

すて ふだ 

ひそかに 人の 首 を 斬って、 橋の 上 や 辻々 へ捨 札と 共に 

掛けて 置きます。 市民の 財産の 危険 はよう やく 生命の 



危険に 脅 かされて きました。 

かねつきどう さがみ や よたか やど 

さても 本 所の 鐘撞堂の 相模屋 という 夜鷹 宿へ、 やつ 

と 落着いた 米 友 は、 お 君から 何 かの 便りが あるかと 

思って、 前に 両国の 見世物 を 追い出された 晚、 お 君と 

二人で 宿 を 取った 木賃宿へ 行って 様子 を 聞いて、 まだ 

何も 消息がない と 聞いて 失望して、 帰りが けに、 両国 

橋 を 渡り かかる と、 多くの 人が 橋の 上に 立って います 

のぞ 

から、 米 友 もな にげなく 視 いて 見ました。 来 友で はと 

て も 人の 上から 視き 込む こと はでき ないから、 人の 腰 

もぐ らんかん 

の 下から 潜る ようにして 見る と、 橋の 欄干へ 板 札が 結 

び 付けて あります。 来 友 は 学者 (お 君に 言わせれば) 



も 探索の 上、 必ず 天誅すべき もの 也」 

来 友 は その 文句 を 読んで しまったが、 腑に 落ちない 

ことがありました。 

「この 札 はこり や 誰が 立てたん だ」 

ひとりごと 

米 友 は 独 言の ように 聞いて みました けれど、 誰も 

返事 をす る ものが ありません。 

「この 高札 三日の 内、 取 片附け 候 者 あらば、 役人たり 

とも 探索の 上、 必ず 天誅すべき もの 也て えの は穏 かで 

ねえ」 

しさい 

米 友が 仔細ら しく こんな こと を 言い出し たから、 集 

まっていた 人 は、 それ を 聞いて 滑稽に 甲3 うより は ろ 



「黙って 拙者の 行く ところまで 行けば よい」 

わき むやみ 

駕籠 側に 一 人が 附 添うて 無暗に 走り出しました。 

それ を 見て いた 忠作 は、 何と 思った か 薔麦屋 の 荷物 

いちもくさん 

を 抛り 出して、 一 目 散に 駕籠の 跡 を 追い かけました。 

神 田へ 出て、 日本 橋 を 通って、 丸の 内へ 入って、 芝 

あ-た 一. I ン. 1. こ 

へ 出て、 愛宕 下の 通り を まだ 真直ぐ にど こまでと もな 

さんない 

く 飛ばせる。 ついに 駕籠 は 芝の 山 内へ 入る。 丸 山の 五 

重の 塔、 その 五重の塔の 姿が 丸 山の 上に 浮き立つ てい 

るの を 横目に 睨んで、 土塀 だの、 板塀の 物見 だの、 長 

屋 だの、 いくつ も 廻って 駕籠が 飛んで 行く。 左右 を 見 

廻す と、 やっぱり 丸 山の 五重の塔。 はて それで は、 あ 



七 兵衛が ここで 姪と 言うた の はお 松の ことで ありま 

す。 お 松 はこの 時分、 徳島 藩の 中 屋敷へ 奉公 をして お 

りました。 徳島 藩の 中 屋敷 は薩 州の 邸と は 塀 一 っを隔 

てた ところに あって、 お 松 は そこに 奉公して から 日 も 

まう ま 、-, 

まだ 浅い けれども、 目上に も 朋輩に も 信用され 可愛が 

られ て、 前に 神 尾の 邸に いた 時の ような 危ない こと は 

更にな し、 まことに 無事に 暮 してお リ ました。 

この 際お 松 は、 今までに ない 一 つの 縁談 を ほのめか 

されました。 この 話 は 至極 実直に 持ち かけられ、 そう 

して 自分の 身 を 落着け るに は、 決してた めに ならない 



「ええ？ 兵馬さん を御牢 内から 盗み出して 来る つ て、 

伯父さんが？」 

お 松 は 眼を睜 つて、 

「伯父さん、 そんな こと をし ないで、 お 役人に よく 

仔細 を 話して、 そうでなければ ほかに その 道の 人 を 頼 

んで、 兵馬さん を 助ける ようにして 上げて ください ま 

し、 お 上の 牢 内から 盗み出す なんて、 そんな 危ない こ 

と をして はおた がいの ためになら ないで はありません 

ゝ I 

力」 

「それ だ、 なにしろ 今の 時勢 はこん な 時勢 だから、 真 

直ぐな ことば かり は 通らね えの だ、 あたりまえ のこと 



とつお 前 を 連れて 甲府へ 乗り込む ことにして みょう。 

素直に お 暇の 出ない こと は 知れて いるから、 今夜、 わ 

しが 人目に 立たぬ ようにお 前のと ころへ 迎 いに 行く、 

それまでに 身の 廻りの 物 を 用意して 待って いるが いい _ 

それからお 邸の 間取り、 お前の 部屋の 案内 を 聞かして 

おいても らいたい」 

そこで 七兵衛 はお 松から、 邸の 内部の 模様 を ややく 

わしく 聞き取って、 二人 はこの 店 を 別れました。 



て 来た 礫が、 池の 水 を 動かして 波紋が ゆらゆらと 汀 

ゆす とどろ 

の 水草の 根 を 揺って いるの を 見て、 お 松 は 胸 を 轟か 

しながら 四辺 を 見廻しました。 続いて 第二の 礫の 音。 

この 時、 火の見櫓の 上で 見取 図 を 作って いた 丈の 高 

い 方が、 

「今の 音 は？」 

聞き とがめる と、 

「池の 中で 魚が 跳ねた ので ござろう」 

背の 低い 方が 答える。 

「魚の 跳ねる 音で はな か つ たよう だ」 

「と言うて この 夜中に 1 



その 指図と あらば、 このままに 置く は 幕府の 威信に か 

かわる」 

六左衛 門と 作 右衛門の 話 は徳島 藩邸 内で 女が 浚われ 

たという ことと は 全く 別な 話で、 こうして 二人 は、 三 

田 通りの 越後 屋 まで 引上げて 来ました。 

八 

この頃、 また 上野の 山 下へ 一 軒の 変った 床屋が 出来 

ました。 

変った といっても 店の 体 # や 職人 小僧の 類、 お 客 



「何で、 j ざいます」 

「まあ、 読む からお 聞きなさい まし」 

「聞き やしよう」 

懐ろ から 番附 様の もの を 取り出して、 お 客の 一 人が、 

「ようご ざ います か、 恐れな が ら売弘 め のた め 口上… 

〜」 

「なるほど」 

このたび みせ だし いへ もち 

「此 度徳 川の 橋 詰に 店 出仕り 候 家 餅と 申す は、 本家 和 

歌山屋 にて 菊の 千代と 申弘め 来り 候 も、 此度相 改め 

ごく したて つかまつ 

新 製 を 加へ 極 あめりかに 仕 立 趣向 仕 リ 候処、 これ ま 

ぼたもち おく 

で 京都 堺町 にて 売 弘め候 牡丹餅 も 少し 流行に 後れ 強慾 



「そんな わけで は ございません …… 実は」 

最後の 口論の 相手に なった 男、 しかも それ は 公方 様 

を 悪く言 つたの ではなく、 公方 様 を 悪く言 つたの を 憤 

慨 した 方が 何 か 申し わけ をしょう とすると、 

「貴様だろう、 無礼者め！」 

茶袋 は 飛んで 行って その 男の 横面 を ピシリ と 打って、 

その 手 を 逆に 捻り 上げて しまいました から、 

「ァ、 これ は、 これ は、 、か 木な こと をな されます な、 

私 は 公方 様の 悪口なん て、 そんな こと を 申し上げた 覚 

え は ございません」 

「いや、 貴様に 違いない、 お 膝元に 住& 致し、 永らく 



末の 悪い 茶袋と きていた ところへ、 事 は 上様の 不敬 問 

お ま-つか 

題 だから、 屯所へ 引 張られた 上 は、 まず 生命 は 覚束な 

いものと 思わなければ ならない。 それ を 道 庵が 出て 

やすやす 

易々 と 解決 をつ けて しまったから、 今まで 黒山の よう 

に 人だかり していた 連中が、 ここで 一度に 哄と 喝采し 

ほ 

ました。 そうして 口々 に 先生の 器量 を讃 める 言葉 を 記 

してみ ると こういう ことになります。 

「どうで げす、 あの 道 庵さん は 大した もの じゃあ ござ 

いません か、 お前さん ごらんな すった か、 ああして いつ 

たん 胸倉 を 取られた ところ を 道 庵さん が 逆に 取り返し 

みもの やわら 

た、 あすこが 見物なん でげ す、 あれが その、 柔術の 方 



りました。 

その あとで 床屋の 親方 は、 道 庵 先生 を 座敷へ 招いて 

一 口 差 上げ、 

「先生、 おかげさまで 助かりました。 いったい どうし 

たわけで ござります」 

「あま まま I 

道 庵 先生 は 笑って、 

「あれ はニ両 取りと いう 新手 だ、 あれで 首尾よく とつ 

ちめ てし ま つ た」 

「いや 町内で は、 もう 大変な 評判で、 さっきから 入り 

代り 立ち 代りお 礼に やって来 ますが、 なんでも 先生が 



柔術の 達人で、 茶袋 を 手玉に 取って 投げた と 言って 騒 

いでい ますが、 その ニ両 取りと いうの は、 やはり 柔術 

の 手なん でございます かね」 

「あま まま ま I 

道 庵 はいち だんと 大口 を あけて 笑い、 

「柔術の 手 だと も、 俺が 新発明の 柔術の 新手 だ わい、 

尤も 古い 型 を 少し は 取り入れて あるんだ がな、 それ 

ほどこ 

を 場合に 当つ て 器用に 施 し 用いた というの が 拙者の 

働き さ」 

「その 型 を ひとつ、 伝授 を 受けたい もので ございます 

ね」 



ございません、 女の子で ございます、 女の子 を 一 人、 

預か つていた だきた いん で， > J ざ いますが」 

ここで 片腕の ない 床屋の 親方と いうの が、 がんりき 

の 百 蔵の 変形で ある こと 申す まで もありません。 道 庵 

先生 は、 百 蔵の 口から 何事 か 頼まれる と、 

「遠くの 親類より、 近くの 他人と いう こと も あるて」 

ひょうひょう 

と 言って、 飄々 とその 床屋 を 出かけて しまいました _ 

道 庵が この 床 を 出て 行く と、 入れ違いに、 

「少々 もの を 承りとう ございます」 

こまた みせさき 

小股の 切れ 上った 女が、 小 風呂敷 を 抱えて 店 前に 

立って、 



「おや 百 蔵さん」 

とラ りよ ラ か < 

と 言って 驚きました。 これ は 女 軽業の 棟梁お 角で あ 

リ ま ^9 

それから 百 蔵が お 角 を 連れて、 山 下の 雁 鍋へ 来て 飲 

みながら の 話、 

「親方、 おかげさまで 全く 助かりました、 近いう ち両 

ご ひ いき 

国で また 一 旗揚げる 都合です から、 どうぞ 御 貝 頭 属を頼 

みます」 

「それ はま あよかった。 甲府へ 残して 置いた 連中 もみ 

んな、 無事で いなす つた かね」 



EW ります。 

雁 鍋の 前へ 来た 時に、 見た ような 人が その 店から 出 

かけた のに 気がつきました。 

ほろ よ いき げん 

男と 女と 二人で 微酔 機嫌で 店 を 出かけた うちの 男の 

つきまと 

方が、 東海道 下りから 甲 州 入りまで 附 纏って 来たがん 

りきの 百 蔵に 相違ない から、 お 絹 は 自分の 面 を 隠そう 

としました。 

しかし 向う はちつ とも 気がつかないで、 二人で 笑い 

ながら 話し合って 歩いて 行きます。 片腕の 無 い 百 蔵 は 

前と 変らず 元気な もので、 身なりな ども 小 綺麗に して 

としま 

いるので した。 女 はと 見れば、 これ は 眉 を 落した 年増 



で なかなか 美い 女でした。 

ね. -こ 

お 絹 は それ を 見る と、 むらむらと 嫉 ましくな リ まし 

ま 

た。 自分 はなに もがん りきに 惚れて はいない、 東海道 

で附 纏われた 時 も、 内心で は 軽蔑しながら 調子 を 合せ 

て 来たが、 男 は なかなか しっこい。 しっこい ほど 面白 

ほんろう 

が つ て 翻弄 気取りで 一 緒に 来て、 とうとう 腕 を 一 本 落 

させる ことにして しまって、 死ぬ か 生きる かで ゥンゥ 

うな 

ン 唸って いるの を、 山の 中へ 置きば なしで 逃げ出して、 

その 時 は、 さすがに 気の毒と 思わないでも なかった が、 

思い出した 時分に は、 柄に ない 男ぶ り をして わたし を 

張りに かかった、 その 罰 は ああした ものと 腹の 中で 



笑って いるく らいで したが、 今 その 男が こうして ピン 

あだし おんな す 

ピンして いる 上に、 他 女と 摺れ つもつ れっして 歩く 

a -こ 

ところ を 見る と、 お 絹 は 自分勝手な 嫉みを はじめてし 

ま いました。 

「そういう わけなら、 あの 子 を わたしが 預かり ましよ 

うよ」 

それとも 知らず、 男女の 話 は 甘ったるい。 

「そんな こと はでき ねえ」 

百 蔵 は わざとら しく 首 を 振ります。 

「そんなに、 わたしと いう 者に 信用が 置け ない の」 

「お前に 預けて 売 物に でもされ た 日に は、 せっかくの 



あるのに、 風呂 番と 逃げたん では 話に もな にもな リゃ 

しない。 ほんとう にわたし は、 あの 時ぐ らい 情けなく 

思 つたこと はありません」 

「そういう わけで は ございませぬ」 

「それから お前、 上方へ も 行って いたそう な。 一度ぐ 

らい わたしの ところへ 便り をして くれても よかり そう 

な もの」 

「そのつ もりで ぉリ ましても、 つい、 いろいろの 目に 

遭った もので) ，- ざ いますから」 

「こっちへ 来て そんなに 御 奉公す るまでに、 なぜ わた 

し を 訪ねて くれなかった の」 



「お 師匠 様、 それに ついては 一 つのお 願いが ございま 

すが、 どうかお 聞 入れな すって いただきとう ございま 

す」 

「改まって お願いと いうの は、 どんな ことでしょう、 

言 つて ごらん」 

いとま ご 

「お 暇乞い を 致さずに お 邸 を 出ました の は、 わたしの 

重い罪で ございま すから、 何卒もう 一 べん、 神 尾の 殿 

様へ 御 奉公に お出し 下さい まし、 そうして 一生懸命に 

御 奉公 を 仕直して、 お 師匠 様の 御 恩 報じ を 致したい と 

存じます る」 

「なるほど I 



お 絹 は 本気に なって なるほどと 言いました。 それ は 

お 松の 心が あんまり 正直 だから、 多少 動かされ たので 

あります。 

「けれどもね」 

ややし ばらく 感心して いたお 絹 は、 けれども という 

言葉 を 挿んで こう 一一 一一 n いました。 

「お前 はま だ 知るまい が、 神 尾 様 も 昔の 神 尾 様で はな 

い の だよ、 今 はお 江戸に はおいで にならない のです よ」 

「あの、 甲府の 方へ お 役替えに なった そうで ございま 

すね」 

「まあ、 よく 知っている …… 」 



たけれ ど、 お 絹 もまた このごろ では、 物に 感じ 易くな つ 

n た 

てし まった のです。 さほどで もない こと を嫉 ましく 

思ったり、 その 仕返しの 種と 思って、 はからず お 松と 

逢つ て みれば、 その 言う ことのし おらし さに いちいち 

感心して しまうよう になった の は、 ついこの ごろの こ 

とで ありました。 

「わたし はもう これまでの 体 だから、 これから お前 を 

養女に して、 町人で いいから 堅そう な 養子 を 見立てて 

こだな 

小店の 一軒 も 出す ようにして、 お前の 世話になって 畳 

の 上で 死ねる ようになりたい」 

なん ぞと、 心細い こと を も 言い出す ので ありました 



おやもと 

ました 娘さんの ことで ございま すが、 その 親許が 今日 

見えまして、 連れて 帰りたい と いう ことで) ，- ざいます 

から、 さっそく 道 庵 先生へ お 話 を 致します ると、 先生 

は 当家 様へ お頼み 申して あると おっしゃって、 おれが 

じさ 

直に 連れて来て やる と 御自身で お出かけになる ところ 

ごし ゆ 

を、 なにしろ あの 通り 御酒 を 召して いらし つて、 お 足 

元が ぉ危 のう ございま すから、 それに は 及び ませぬ、 

お 手紙で もいた だき ますれば、 私共の 方から お迎えに 

上ります からと 申します と 先生が、 よしよ しとお つ 

しゃ つ て 書いて 下す つたの が あのお 手紙で ございま 

す」 



くお かしく 思いながら、 

「おいで あそばせ」 

一 礼 をして 出て 行こうと する 時、 お 角の 言葉つ きが 

ガラリ と 変って、 

「奥様、 おからかい なすって はいけ ません よ、 女の こ 

おび 

と で， > 」ざ いますから 怯えます よ」 

膝 を 立て直し たお 角の 挙動 を、 ますます 怪しい こと 

に 思いな がらお 松 はお 茶 を 出して、 次の間へ 立 去って 

しまいました。 それ を 流し目で お 角 は 見送りながら、 

「奥様、 お前 様 は、 女の子 はおろ か、 猫 一匹 も 道 庵 先 

生から お預かり 申した 覚え はない とお つ しゃ いました 



ね。 親許から 迎えに 迎えに とおつ しゃる が、 その 親許 

というの は どんな 人なん だか、 それが お聞き 申したい 

ね」 

「その 親許と いうの は 銀 床の 亭主の 友達なん です よ、 

その 人が いま 銀 床に 来て いるんだ から、 それより 確か 

な 7 と は ござ います ま いよ」 

「銀 床 の 御 亭主と いうの は、 どんな 人 だかお 前さん は 

御 承知です か」 

「そり や 銀さん といって、 片腕がない けれど、 腕が い 

いので あの 辺で 評判です ね」 

「その 銀さん とやら が、 どうして 片腕が 無 いんだ か 



お 角 は嚇と 怒りました。 

「下品で 悪かった ね、 どうせ わたしなん ぞは、 下品で 

失礼で 阿婆摺 でお たんちん ですから、 自棄に なったら 

何 をす るか 知れた ものじゃありません よ」 

お 絹の 後ろから 飛び ついて 引き戻そうと しました。 

「1? をす るんで す」 

お 絹 は それ を 突き返しました。 

「さあ 娘 を 返せ、 お嬢さん を これへ お出しなさい」 

お 角 は 突き放され てまた 武者振り つく、 それ をお 絹 

は 突き返す。 

どうぞ 

「まあ、 何 をな さるんで ございます、 何卒お 静かに、 



お前が 気が 多い からだ、 あの 女 軽業の 親方と お前と 出 

来て、 嬉しそうに 歩いて いると ころ を 見せつ けられた 

や いたずら はらいせ 

から 嫉 けて たまらね えので、 そんな 悪戯 をして 腹癒 を 

してみ たんだ、 早く 言えば 百、 お前が 色男す ぎる から 

からか おご 

調戯 われたん だ、 ここ は 腹 を 立てね えで 一杯 奢る とこ 

ろ だよ」 

くすぐ 

「うむ、 そう 言われる となんだ か櫟 つてえ ような 気 

持 もす るが、 浮気で 言 うん じゃあね え、 あの 女 は あん 

ま リー 博 情す、 ぎる」 

「 ま ま ま II 

七 兵衛は 笑って いるが、 がんりき はま だ 心の底に 何 



ムク犬 も 尾 を 振って 咽喉 を 鳴らして 跟 いて 来なければ 

ならない はずな の だ。 それにもう ビラ も 出来て 諸方へ 

廻って いると いうのに、 自分のと ころへ 音沙汰がない _ 

お 君 はこの 来 友 を 忘れて しまった のか、 あんな 仲間へ 

きしょ ラ 

入って いるう ちに 気象が 変って、 俺ら のこと なん ぞは 

どうで もい いこと にして しま つたん じゃあるまい か、 

どうも 訝しい。 来 友 は 単純な 頭 を いろいろに 捻って み 

たけれ ど 結局、 来 友の 知恵で はどうしても その 間の 消 

息が わからな いから、 これ は 直に 行って 掛 合って みる 

より ほか はない と 思案 を 固めました。 

しかしながら 来 友に は、 あの 小屋へ 行けない わけが 



「うむ、 俺ら は 広小路まで 行って 来る」 

と 言って 米 友 は、 急に 跛 足 を 引きずつ てこの 家 を 出か 

けました。 

フ J ん にち は」 

もう 開場 三日 前、 小屋の 内外の 装飾で 忙しい ところ 

へ 米 友 はやって 来ました。 

木戸番 は 怪訝な 面 をして 来 友の 面 を 見て いると、 米 

友 は、 

「軽業の 娘た ち は みんな 甲 州から 帰った のかね、 一人 

残らず 帰って来た のかね」 



屋で お聞きな すつ てみ て ごらんなさい まし」 

「そうです か、 それじゃ 楽屋の 方へ 廻って みる かな」 

米 友 は 久しぶりで この 小屋の 内部へ 入って みました。 

大勢の 人 は 気がつかないで 立 働いて いるが、 米 友 は 

なんだか 気が 咎める ような 心 持で、 勝手 知った る 楽屋 

のと ころまで 来て、 恐る恐る 言葉 を かけました。 

フ J ん にち は」 

楽屋で は 一座の 美人 連が 出揃って、 新興 行に かかる 

小手調べ をして いると ころでした。 

フ J ん にち は」 

けいこば のぞ 

米 友 は 女 軽業の 美人 連の 稽古場 を視き 込む と、 



「上つ ちゃ 悪かろう、 親方 はいね えの かい」 

来 友 は 楽屋の 中 を 見廻しました けれど、 不幸に して、 

お 君の 姿 は 見えませんでした。 土間 を 見た けれども、 

ムクの 姿 を さえ 見る ことができませんでした。 

「親方 は、 ちょっと そこまで 用た しに 行った から、 も 

う 直ぐに 帰る だろう - 

「あの …… あの、 君ち やん はいね えの か」 

「君ち やん …… 」 

と 言って、 美人 連 は 面 を 見合せ ました。 

「君ち やん も 旅から 一緒に 帰つ たんだろう、 どこに い 

るんだ い」 



て やる 気になりました。 

「来 友さん、 君ち やん は 旅先で、 いい 旦那が 出来た か 

ら、 それで 帰る のがい やにな つたの だよ」 

「いい 旦那が 出来た つて？」 

ごめんそう 

「わたしたちなん ぞ はいずれ もこん な 御面相 だから、 

き：： 'よう 

誰も かまって くれる 人 はない けれど、 君ち やん は 容貌 

よしだから、 忽ち 旦那が 附 いちまつ たんだよ」 

「そんな はず は あるめえ、 そ リゃ噓 だ」 

来 友 は、 いよいよ 一 心に なりました。 一 心に なれば 

なるほど その 態度が 滑稽になります から、 人の 悪い 美 

人 連 は、 そんなに 悪い 気分で はない けれど、 ついつ い 



起して ざんぶり とおやり なさる のかと 思 つ て、 こうし 

て 両手 を 出して 見て いました よ」 

くく 

「大きにお 世話 じ やねえ か、 川へ 飛ぼうと 首を縊 ろう 

とお 前た ちの 世話に やなら ねえ」 

米 友 は 悲憤の 思いで い つ ぱいです から、 何 を 言って 

も 耳へ は 入りません。 

「兄さん、 もしお 金に でも 困る ような ことがあったら 

ずいぶん 力に な つ て 上げよう じ やない か」 

「大きにお 世話 だ と言うに。 い つお 前に i らが金 を 借 

りたい と 言った い」 

「そう ガ ミガミ 出られち や あ、 せ つ かく 親切に 話 をし 



が ここにい たって、 身投げ をす るつ もりで ここにい る 

ん だか、 また 別に 何 か 考えて いるんだ か、 人の 心 持が 

よく わかる ね、 お前の 方で 身投げ をす るよう に 見た つ 

て、 俺ら の 方で は 身投げなん ぞ する 気 じゃあね えんだ」 

「兄さん、 そんな こと を 言つ て 強がり を 言つ てみ たと 

ころで、 様子で わかり ますよ、 様子で。 ほかから 見る 

と お前さんの 様子と いう ものが よっぽど 変で、 口惜し 

まぎれに 身投げ をす るか、 人殺し をす るか、 その 思案 

に 暮れて いるよう な あんばいに 見えます から、 それで 

私 は 見す) J しがで きな いわけな んで > J ざ います」 

「噓を 言うな い」 



当った こと を 喜び、 その 間に 手形が 下りて、 お 絹と お 

松と はがんり きを 出し抜いて 甲 州 街道への 旅路に 出か 

お £i なづ れ 

けました。 七 兵衛は 自分が 見え隠れ にこの 女 連 を 守 

護して 行く つもりであった けれど、 幸いに 甚だ 都合の 

よい 従者 を 一人 発見し ました。 その 従者と いうの はす 

なわち 宇治山 田の 来 友であります。 お 君が 甲 州へ ひと 

リ 残された ことの 真相 を、 七 兵衛を 通して お 角から 聞 

いて もらった ところが、 女 軽業の 美人 連から 冷 かされ 

た 時の ように、 よい 旦那が 出来た から 甲府へ 残った わ 

けで はなく、 全く 火事の ために 行衛 不明に なった の だ 

とわ かって 来 友 は、 お 君の ことが 心配に なって はるば 



あき 

それに ちょっとの 隙が あれば、 もうこの 始末 だから 呆 

れ 返つ ちまう じ やない か。 あれ、 まだ そんな もの を 足 

いた つまて ； S ね 

へ 巻きつけて、 片一方 手で 捻くり 廻して いる 無器用な 

ザ マと 言ったら。 ほんと に 突き倒 してやる よ」 

「な、 なに をす るんだ」 

かた っぽて 

「突き倒す よ、 片一方 手 じ や 起きられないだろう、 独 

り 立ちで 起きられ もしない くせに、 よく わたし を 踏み 

つけに したね」 

「お前 は 何 か 勘違い をして いるよう だ、 おれ は 今日、 

組合の 方の 寄 合で 千 住まで 出かけな くち やなら ねえの 

ゆさん わらじ は 

だ、 それで 遊山 かたがた、 久しぶりで 草鞋 を 穿いて み 
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